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 事業概要 

翼周りの流れを対象とした圧力・温度・位置・変形量同時計測法を確立し, その手法を用いた弾性変

形, 移動を伴う翼における非定常空気力学現象の解明, 航空機離着陸時に問題となる風切り音を抑制

する高効率制御法の検討を進める. 
 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

微小な非定常空気力学現象を CFD によって高忠実に再現するためには高密度な格子が必要であり, 

生産されるデータサイズは膨大となる. よって, より大きな計算資源と高度なコンピュータが不可欠

であるため JSS を利用する. 

 

 今年度の成果 

非定常空気力学現象の一例として, 航空機離着陸時に生じる風切り音に注目する. 既往の研究によ

って, 風切り音は物体表面近傍の圧力変動と強くリンクしていることが分かっている. そこで, 翼の

後縁(Trailing edge)から生じる風切り音を対象に, その低騒音化を目的とするパルスレーザーを用い

た流れ制御実験を行い一定の低騒音化を確認した(図 1). 続いて, CFD によるレーザー照射時の流れ場

再現の結果, レーザー印加によって翼表面上に渦を誘起して風切り音を維持する流れ構造を破壊する

という制御メカニズムを明らかにした(図 2). この結果は, 翼の大規模な改造などを必要としない新し

い低騒音化手法の確立に寄与するものである.  

また, ヘリコプタのロータ・ブレード上の圧力・温度・位置・変形量同時計測試験に関する参照計算

を行った. 計算格子は図 3 のように構成される. 参照計算の結果, 風洞内の偏流が誤差の大きな要因と

なることが明らかになった. 本計算は実験手法の改善と CFD 技術の発展に貢献するものである. 

 

圧力・温度・位置・変形量同時計測に基づく非定常空気力学現象の解明と高効率制御 
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図 1: 風洞実験におけるパルスレーザー印加前後の翼表面圧力変動(レーザ

ーは時刻 0 ms に印加) 

 

 
図 2: CFD よるレーザー印加時の翼表面の渦の可視化 
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図 3: ヘリコプタ風洞実験における参照計算の格子構成 (ビデオ。ビデオは Web でご覧頂けま

す。) 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 非該当 

プロセス並列数 360 - 5760 

１ケースあたりの経過時間 360 時間 
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⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 1.23 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 29,902,473.99 1.30 

TOKI-ST 955,404.05 0.95 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 2,716.22 0.18 

TOKI-TST 0.00 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 906.18 0.82 

/data 及び/data2 62,786.76 0.48 

/ssd 9,279.05 1.29 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 32.05 0.14 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

 

⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 2,350.44 1.64 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


